
 

    
 
 

                                                  校長 英 利恵  

  保護者アンケートへのご協力ありがとうございました  R４.１２月回収 

２学期末に、お忙しい中アンケートにご協力いただきありがとうございました。学校では、

提出していただいたアンケートと同じ時期にとった「児童アンケート」「教職員アンケート」

を分析し、３学期以降の教育活動の改善に役立てています。保護者・児童アンケートの結果を

臨時号でお知らせいたします。 
 
 
 

保護者アンケートの１５項目中１１項目 1･4･7･9･10･11･12･13･14･15において、肯定的な評

価（A＋B＞９０％）をいただいており、特に 1･9･10･12･13･14･15については A＋Bが９５％を

超えています。 

A＋B が８０％以下は３項目 2・6・8 でした。「2.子どもは、家庭

でも読書をしている」は４１％とご家庭においてはあまり読書をする

姿が見られないかもしれないですが、学校では２月現在、一人平均１

３７冊の本を図書館から借りて読んでいます。学年ごとの必読書（１

～4年２０冊、５～６年１０冊）も全児童が読破しています。また、

「6.子どもは、はきものをきれいにそろえている」は５５％で、前期

４４％より１０％以上上昇しています。「読書」「はきもの」につい

ては、引き続きご家庭でも励ましの声掛けをお願いします。「8.子どもは将来の夢や目標をも

っている」は７８％でしたが、児童アンケート「５．将来の夢や目標を持っている」は８７％

でした。保護者の皆さんが思っている以上に子どもたちは将来の夢や目標をもっています。ぜ

ひ機会をつくってお子さんと将来の夢や目標について話し合ってみてください。 

 

 

   

自由記述による、学校や教師に対しての温かい励ましやご意見をたくさんいただき、ありが

とうございました。下記に一部紹介させていただきます。なお、個別のものにつきましては、

各担任からご連絡させていただきました。今後もご不明の点があれば、随時、お問い合わせく

ださい。 

１ お便りについて 

・お便りが遅いので、改善してほしいです。前月の終わりに配ってくださるとよいなと思います。 

 

 

おおねぶ   令和５年２月８日（水）  

           校  訓   心美しく たくましく            

           教育目標   心豊かで主体的にたくましく生きる児童の育成  
めざす児童像 進んで学ぶ子 心豊かな子  たくましい子 

 

  

 

Ａ：学校だよりについては、前月の終わりまでに配るよう努めます。 

保護者の方のご意見 

 

保護者アンケートより 

 



２ ねぶっ子に漢字検定ついて 

・昨年までは文章で出題されていたのですが、今年から単語だけになりました。同音異句などは

覚えづらいようなので、昨年までのように文章での出題のほうがよいのではと思います。 

 

 

 

３ 交通安全について 

・交通安全をしっかりしましょう 

 

 

 

 

                                     

 

 

 １月３１日（火）に今年度の第２回評議委員会を行いました。５名の評議員の方々に来校いた

だき、前期学校アンケートを受けて後期に取り組んできた学習面・生活面における改善策や後期

アンケート結果をもとにした意見交換を行いました。また、子ども達の授業の様子も参観いただ

きました。いただいたご意見を参考にして、よりよい学校になるよう努力してまいります。 

 

 

 

※裏面に１２月に実施した「保護者アンケート」「児童アンケート」の集計結果を載せてありま

すので、ご覧ください。 

貴重なご意見本当にありがとうございました。今後の教育活動に反映させていきます。 

Ａ：同音異義語の問題は、確かに子ども達にとっては迷うこともあるかと思います。ね

ぶっ子漢字検定については、３学期から問題の出し方を工夫して取り組みます。貴

重なご意見ありがとうございます。 

Ａ：交通安全指導については、学年の発達段階に応じながら繰り返し指導していきます。 

  保護者の皆様も、危険な場面を目撃したら遠慮なくご連絡ください。子どもたちに注

意を促していきます。 

〇先生方の授業中の話し方・言葉使いが、やさしくきれいであった。児童のよいお手本とな

っている。 

○ＩＣＴ機器（タブレット）を使うことで、児童一人一人が自分の意見を全体に素早く伝え

ることができていた。とてもよいことなので、これからも効果的にＩＣＴ機器（タブレッ

ト）を活用してほしい。 

○子ども同士のいざこざは日々あると思うが、「相手の気持ちを考えることが大切である」

ことを児童に指導してほしい。また、嫌な気持ちを自分から発信で 

きない児童がいると思うので、配慮してほしい。 

○保護者アンケートや児童アンケートを紙でなく電子化したのは、 

環境面においてよいことである。今後もこれまで紙媒体だったも 

のを、電子化できないか考えていくとよい。 

学校評議員からのご意見 

 

学校評議委員会の開催 

 

◆今年度の学校評議員は以下の皆様です。 

行野 修一 様（大学公民館長）小林 由利子 様（主任児童員）新谷 外代治 様（安全ボランティア代表） 

多勢 恵美子 様（ＰＴＡ会長）松川 仁美 様（ハマナス公民館長） 

 

 


